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[ 横浜市旭区民文化センター ] 
令和 7 年度事業報告書 

[ 横浜メディアアド・相鉄・神奈川共立 共同事業体 ] 

 

 

施設の概要 

施 設 名 横浜市旭区民文化センター サンハート 

所 在 地 横浜市旭区二俣川一丁目 3番地 

構造・規模 
鉄骨コンクリート造 

地下 1階地上 6階建の、地上 5階および６階の一部を専有 

敷地・延床面積 専有面積 2,564 ㎡ 

開 館 日 平成 2年 8月 4日 

 

指定管理者 

法 人 名 
横浜メディアアド・相鉄・神奈川共立 共同事業体 

代表構成団体 株式会社横浜メディアアド 

代表団体所在地 横浜市神奈川区栄町 5番地 1 

代表団体代表者 代表取締役社長 三浦彰久 

代表団体設立年月日 昭和 58 年 1 月 22 日 

指 定 期 間 令和 4年 4月 1日から令和 9年 3月 31 日まで 

 

1 基本方針 

（1）基本的な方針 
 

地域コミュニティの中心的な施設として、地域に交流と活性を生み出す地域のハブ的な役割を果た

すことを目的とする。多くの区民に、良質な文化芸術に触れる機会を提供し主体的に区民が文化芸

術に関わる場を提供する。中でも区民が直接的に文化芸術に関わり、互いに交流できる参加型や地

元企業や学校、商店街、アーティスト等と連携する地域一体型の事業に重点を置いて展開する。 

そしてすべての活動の基盤である施設については、利用者・来館者が安心して利用できるよう安全

性の確保を第一義とし、利用者・来館者の立場に立った施設運営を心掛けた。 

実施方針 

①  地域のネットワークを形成し、活用する 

地域の様々な施設や団体と連携し、これまでの運営で培った地域との関係性やそのノウハウを

活かしてネットワークづくりを推進する。また、地域のつながりをつくるコーディネーターと

しても責任をもって機能し、文化的コモンズの形成を牽引した。 

②  ワークショップ型事業で区民の交流を促進、担い手を育成する 

文化芸術活動に興味関心を抱いた区民をさらなる「鑑賞者」「活動者」「運営者」に育成していく

ことと、区民の交流を主眼に多様なワークショップ型の事業を実施する。複数回で１クールと

なるような継続的な事業を中心に、文化芸術の体験やスキル・ノウハウのアップの機会を提供
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し、区民同士の交流やつながりを創出した。 

③  ユーザビリティの検証と利用者拡大のための各種サービスを検討する 

利用者・来館者の立場にたった使いやすい施設運営を行う。これまでのサービス体系も見直し、

時代にあったサービスの導入や利用規則の見直しなど、利用者等の意見や要望を吸い上げつつ、

利用者拡大の改善策として横浜市・旭区と検討していた。 

④  幅広いジャンルにわたる文化芸術への接触機会を提供する 

区民が日常的に文化活動を行う場の提供として、公共性・公平性をもって誰もが利用しやすい

環境を整備する。担い手の育成という観点から、特に「練習」「学習」での利用を促進していた。 

⑤  オンライン施策の導入と環境整備を進める 

令和 6 年度に実施したホームページの改修内容を更に精査し、新たなＳＮＳ導入の検討や動画

配信などインターネットを使った施策に積極的に取り組む。マーケティングリサーチに✕（旧

Ｔｗｉｔｔｅｒ）を活用するなどＳＮＳの新しい使い方を検討し、既存のアカウントも有効に

活用していた。 

⑥  安全・安心を優先して運営する 

法令等に定められた保守・点検や日常的な保守・維持管理は当然ながら、誰もが心から文化芸術

を満喫できる施設を目指して施設運営を行う。またＳＤＧｓの観点からも、環境保全・健康等へ

配慮した管理運営に努めた。 

 

 

（2）令和 7 年度の位置づけ 

１.事業の方針 

令和 7年度は、サンハートは開業 35 周年を迎えます。長年の経験と信頼を礎に、継続と未来に向

けた新しい挑戦を続けていきます。ビル全体がリニューアルされ新たな来場者が期待出来る状況

を活用しながら、「文化芸術活動は人々や社会全体の健康、幸福にとって不可欠なもの」という意

識を念頭に、区民が期待する事業を展開していくと共に、当館の事業と親和性が高い同じビル内

に位置する㈱相鉄ビルマネジメントが行っている相鉄沿線エリアマネジメントと協業に力を入

れ、二俣川他でのアウトリーチ活動に注力し、情報発信を強化すると共にサンハートの知名度向

上に努めていました。 

 

１．広報活動 

リニューアルをしたホームページ改修の認知度を上げていくと共に、これまで以上に快適な

環境を提供し、各種 SNS の有効活用によりきめ細かな情報発信に努めた。 

 ■SNS 活用例 

  1）HP 

    館の全ての情報を包括的に分かり易く掲載 

  2）Instagram 

親子向けイベント（未就学児イベントや小学生向けイベント等）を中心に掲載 

３）✕（旧 Twitter） 

一般層（20 代～60代）向けイベントや、館からのお知らせ全般 
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４）YouTube 

  自主事業に関するワークショップ参加者へ限定配信 

     

２．活動内容  

 

区民に好評で定着している人気コンテンツは継続し、一方で新たな利用層を掘り起こす為の新

規事業にも積極的に取り組む。 

 

主な事業として、下記コンテンツを実施予定 

 

・育成事業である「アンサンブルコンクール」を実施し、最優秀賞受賞者によるコンサート 

 

・根強い人気で固定ファン層が付いている落語「あさひ亭まねき寄席」の開催 

 

・未就学児向け、シニア向けと年齢層に合わせた「小規模ワークショップ」を年間を通し開催 

 

・低料金で良質な音楽を提供する「ワンコインコンサート」 

 

・地元企業と連携するアウトリーチ事業 

 （相鉄グループとの連携による相鉄沿線でのアウトリーチ活動の継続）。 

 

２．運営の方針 

1．利用者にとって使いやすい施設の実現 

公共の施設として、誰にとっても利用がしやすい公平性のある対応を基本とし、効率性にも配慮し

た対応を行った。 

2．利用許可における公共性・公平性の確保 

更新された「横浜市民利用施設予約システム」 （以下「予約システム」という。）を的確に運用し、

公共性・公平性の確保に努める。新たに導入された「オンラインキャッシュレス・窓口キャッシュ

レス」の運用に細心の注意を払うとともに利用内容、利用日数などの調整にあたっては、公共性・

公平性に十分配慮し、より多くの利用者に施設を利用いただけるようにした。 

３．適切かつ確実な業務体制の維持 

受付貸出業務については、「施設運営マニュアル」「予約システム運用マニュアル」等を整備し、全

職員・スタッフが統一のとれた対応を行う。受付窓口では利用状況に応じて事務室職員も窓口業務

を行うことで適切で確実な利用者対応をした。 

４．利用状況の集計・分析 

「予約システム」を活用し、施設利用者を定期的に集計・分析し、利用者サービスに繋げる。また、

旭区所管課にモニタリング等を通じて報告、情報を共有し、貸出業務の改善を進めていた。 

 

３．管理の方針   

旭区民文化センターは開館して３５年経過している。施設維持保全管理を行っていくうえで設備
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の経年劣化など突発的な不具合が生じる可能性が高くなることが想定されるため、ビルメンテナ

ンスのスペシャリストとして豊富な実績やノウハウを活かして施設を維持管理をした。区民に末

永く施設を利用いただけるよう施設の長寿命化を目指す。 

１．一体管理によるスケールメリット 

構成団体である相鉄企業は、旭区民文化センターが設置されている二俣川駅北口共同ビルの管理

組合事務業務、建物維持管理業務を受託しているため、旭区民文化センターも併せた一体管理が可

能で、スケールメリットを最大限に活かした維持管理業務を実現した。 

２．設備管理業務 

予防保全を第一に日常点検を行う。五感を駆使した点検や検針値による数値の確認により、異臭、

異音、異常な温度など、異変をいち早く察知するよう心掛けた。 

専門業者による定期点検も実施し、日常点検だけではわからない設備の状況を把握した。 

これらの点検内容を日々検証し、維持管理計画の見直しを行った。 

３．安全衛生 

利用者や従業員の安全を確保することを第一に考え、警備・清掃を行う担当者は、常日頃から感

染予防の重要性を認識して業務を行った。また、適切な感染防止対策を実施することが事業の継

続性確保につながることを認識して業務に取り組んだ。 

 

 

2 自主事業に関する計画  

（１）文化事業の企画および実施について 

事業カテゴリーは大分類として「鑑賞事業」「交流事業」「創造事業」の 3 つに分け、中分類とし

て 5 つに、更に小分類として 7つのカテゴリーに分けて計画、実施していく。 

大分類 中分類 小分類 イベント名 

鑑賞事業 プロフェッショナルな芸
術家による文化芸術の創
造・発信 

個性的な公演事業  今井亮太郎ボサノバコンサート 

 大橋エリグラスハープコンサート 

 あさひ亭まねき寄席 

未来への架け橋となる地
元・若手アーティストの
育成・普及 

アーティストの支援  最優秀賞受賞者記念コンサート 

 ワンコインコンサート 

 アンサンブルコンクール 

交流事業 地域の共生拠点・文化の
発信地 

文化芸術と社会的包摂  アウトリーチ 

 オープンデー 

子供の芸術体験を支援  読み聞かせ 

 すくすくキッズプログラム 

 夏休み子ども体験講座 

地元との連携  あさひ名画座企画委員 
 

創造事業 サンハートによるプロモ
ーション事業 

参加をして楽しむ  ゴスペルワークショップ 

 小規模ワークショップ 

その他・シーズン企画 その他・シーズン企画  ホールでピアノ 
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 取組内容 達成指標 実施内容 達成状況 

鑑
賞
事
業 

プロフェッショナルな芸術家による文化芸術の創造・発信 

＜個性的な公演事業＞ 

□ トップレベルのア
ーティストによる
サンハートならで
はの個性的な公演
を開催する。 

 

□ 相鉄線直通線の
増加、遠方の方や
社会人など普段
サンハートを訪
れない新規層獲
得に向けてもア
プローチしてい
く。 

 

□開館35周年記念公
演として、過去主
催公演に出演して
いただき、好評を
いただいた今井亮
太郎氏、大橋エリ
氏を招き開催。 

 

□世代を越えて楽し
める音楽に、三世
代での来場のほ
か、地域の方々に
改めて館の存在を
知ってもらうきっ
かけとなり、その
後の公演も足を運
んでいただける結
果となった。 

未来への懸け橋となる地元・若手アーティストの育成・普及 

＜アーティストの支援
＞ 

□ アーティストが音
楽活動を通じて社
会貢献ができる仕
組み作りをするた
めに、人材育成をす
る。 

 

□ アンサンブルコ
ンクールにて若
手アーティスト
を発掘し、サンハ
ートの顔として
館内公演やアウ
トリーチ活動な
ど幅広く出演依
頼をする。 

 

□アンサンブルコン
クールでは、全組
レベルの高い演奏
家が集まった。ま
た前年度のコンク
ール受賞者が最優
秀賞受賞記念コン
サート、ワンコイ
ンコンサートに出
演した。 

 

□最優秀賞に「ヒナ
ゲシ」の公演では、
クラシックを堪能
できる大人向け公
演のみ実施。現役
大学生という若き
才能に満足度の高
いお客様のアンケ
ート結果を得た。 

交
流
事
業 

地域の共生拠点・文化の発信地 

＜文化芸術と社会的包
摂＞ 

□ 活力ある地域社会
の実現のために、文
化芸術を通して人
との繋がりや地域
の結束を強めるほ
か、社会参加の機会
を拡充し、地域コミ
ュニティの発展に
つながる運営を行
う。 

 

□ 地域や依頼内容
の特性に応じた
配慮あるニーズ
を探る。あらゆる
人が音楽・芸術を
通して交流でき
る様々なコンテ
ンツを引き続き
提供していく。 

 

□オープンデーは参
議院選挙期日前投
票の関係で実施な
し。 

 

□アウトリーチは、
毎年継続的に実施
している保育園と
老人施設等から依
頼があった。 

 

□アウトリーチから
当館の公演やアー
ティストの公演に
足を運ぶなど、ア
ウトリーチ活動が
評価だけでなく、
地域の方々の音楽
への関心が高まっ
ているように感じ
る。 

＜子供の芸術体験を支
援＞ 

□ 次世代の芸術文化
の担い手である子
供たちに対し、芸術
を通して共生社会
の中で書くことの
できない想像力や
思考力、コミュニケ
ーション能力など
の自己表現能力を

 

□ 未就学児・小学生
向けなど発達段
階に応じた鑑賞
プログラムや創
作活動の機会を
設け、子供たちの
可能性を広げる
と同時に、成長過
程で知識を育め
る事業展開をア

 

□夏休み子ども体験
講座は、参議院選
挙期日前投票の関
係で実施なし。 

 

□年間を通して「お
やこリトミック」
を実施。 

 

□０歳～２歳までの
親子を対象とした
イベントを開催す
ることにより孤育
てにならない、ア
ットホームな講座
を開催した。殆ど
の方はリピーター
として何度か参加
してくれ、子供の
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養うため、文化芸術
を享受できる環境
づくりを整える。 

プローチしてい
く。 

 

□「子鉄コン」「しま
しま★クリスマス
パレード」など電
車に特化した公演
や季節に合わせた
公演を実施。 

成長で卒業されて
いくのが印象的な
イベントであっ
た。 

 

□親子向け公演は、
気軽に参加できる
コンサートとして
好評をいただくだ
けでなく、コンサ
ート前後は周辺の
飲食店などもにぎ
わいを見せる結果
となった。次年度
は、チケットサー
ビスなどで飲食店
と協力できるよう
努めていきたい。 

＜地元との連携＞ 

□ あさひ名画座シリ
ーズにおいては、引
き続き地域の方々
を中心とした実行
委員方式をとり、地
域の特性に応じた
配慮あるニーズを
共に探っていく。 

 

□ 事業の企画・実施
及び広報など多
岐に渡る運営を
「あさひ名画企
画委員」に委ね、
地域コミュニテ
ィの一つとして
確立させる。 

 

□昨年好評だった、
１日２本違う作品
上映を年間を通し
て実施した。また、
新規客層を狙い夜
間の上映会も実
施。 

 

□設営時の効率とお
客様の反応が良
く、２本上映を年
間通して行った
が、１日１本で定
期的な開催を望む
声が非常に多かっ
た。また、夜間の上
映会は、普段の客
層と異なり、新規
客層獲得に繋がる
結果となった。 

創
造
事
業 

サンハートによるプロモーション事業 

＜参加をして楽しむ＞ 

□ 参加者同士が一つ
の体験を共有し、意
見交換や、対話をす
る機会を設けるこ
とにより、コミュニ
ティに活力を与え、
社会との距離を近
づける。 

 

□ 小規模ワークシ
ョップとして、シ
ニア向けのヨガ、
エクササイズ、合
唱を開催。子供向
けにダンスワー
クショップを開
催。また好評いた
だいているゴス
ペルワークショ
ップは親子クラ
スを新設し3コー
スでの開催とな
る。 

 

 

□演劇ワークショッ
プは、講師とのス
ケジュールの関係
で実施なし。 

 

□ゴスペルワークシ
ョップは今年で４
年目となり、講師
は金井惠梨香氏を
招いて開催。 

 

□年間を通して、高
齢者の健康を意識
した「座ってでき
るエクササイズ」
「シニア合唱部」
を開催。 

 

□小学生向けのダン

 

□ 演劇ワークショ
ップと同様、申込
方法を先着順か
ら抽選制に行っ
たせいか新規の
申込が増え、過去
継続者の出来上
がった雰囲気で
なく、新鮮で円滑
な雰囲気で開催
することが出来
た。満足度も高く
次年度も引き続
き開催が決定し
ている。 

 

□年間を通して開催
した「座って出来
るエクササイズ」
「シニア合唱部」
は、当初の予定よ
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スワークショップ
「Hip Hop Dance!」
を実施。 

りも多くの地域の
方々に参加してい
ただき、需要のあ
る企画であること
が分かった。次年
度も健康をテーマ
にしたワークショ
ップを引き続き開
催していきたい。 

 

□昨年のオープンデ
ーにて実施したダ
ンスワークショッ
プを連続講座とし
て実施。集客に悩
まされたが、少人
数で一人一人じっ
くり指導できる環
境に保護者からは
好評をいただい
た。講座終了後は
講師が主催するダ
ンス教室に通う結
果となり地域貢献
につながったと感
じる。 

その他・シーズン企画 

＜その他・シーズン企画
＞ 

□ 空き施設の有効活
用を目的とした企
画を設ける。 

 

 

□ 施設の有効活用
と収入向上のた
め、既存イベント
であるホールの
時間貸し（ピアノ
練習）を引き続き
実施していく。 

 

□「ホールでピアノ
を弾いてみません
か？」を継続。 

 

□ホールの空き状況
で実施している企
画であることが利
用者に伝わってお
らず、会場のリク
エストをされるこ
とが増えたが、新
規利用者も毎月
徐々に増えてお
り、次年度は、この
企画止まりの利用
者を施設利用につ
ながるよう努力し
ていきたい。 
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（2）地域コミュニティの形成・社会的包摂（ソーシャルインクルージョン）の推進 

[取組内容] 

● 地域内の対象施設へ

ダイレクトアプロー

チを行い、隠れた需要

の掘り起こしに務め

る。 

 [達成指標] 

□ 地域を絞り、カフェ

やケアプラザ、地域

公共施設へアウト

リーチ活動の宣伝

資料を配布し、「要

請」を受けてから企

画提案を行う「受注

型」だったアウトリ

ーチから、より積極

的な「企画開発型」

へと進化させ、新規

アウトリーチ先を

増やしていく。 

［実施内容］ 

□前年度ご依頼頂いた

施設からは引き続き

ご依頼頂き、継続関

係が続いている。 

［達成状況］ 

□関係性ができている

施設には、アーティス

トの選定も含め趣旨

にあったアーティス

トを派遣。また今年度

は他館にアーティス

ト紹介し合うことも

あり、施設間の関係性

を深めた。 

● 未就学児（特に未就園

児）とその親の活動の

場としての需要をさ

らに広げ、地域コミュ

ニティーの形成へと

繋げていく。 

□ 未就学児や小学生

の子を持つ親に、サ

ンハートを情報収

集の場として「認

識」してもらえるよ

う、チラシ配架棚を

より見やすいレイ

アウトにしたり、各

種 SNS で未就学児

向けの情報コンテ

ンツを取り扱って

いき、保護者が情報

の渦に飲み込まれ

ない土台作りを行

う。 

また、保護者にヒア

リングを行い、今地

域で求められてい

ることの情報収集

し、事業に反映して

いく。 

□ SNS での情報発信の

ほか、横浜市内の子

育て支援施設への

チラシ配架にも力

を入れた。 

□ SNS で情報発信を重

ねていくと、子育て

アカウント（近隣の

子ども向けイベント

や育児の情報発信を

しているアカウン

ト）にイベントを取

り上げてもらうこと

が増え、周知される

ようになった。次年

度も引き続きリール

動画の作成に挑戦し

ていく。 
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（3）市民協働、市民主体の活動の支援、地域人財育成及び文化的コモンズ形成の牽引 

[取組内容] 

●ともに作る：「あさひ

名画座委員」の仕組み

を継続する。 

 [達成指標] 

□ あさひ名画座委員

には、既存のイベン

トの他に新規企画

の立ち上げを依頼

し、新たな顧客層の

開拓へとつなげて

いく。 

［実施内容］ 

□映画は、全 5 本上映

し、お客様のニーズに

合う映画選定を行っ

た。 

［実施状況］ 

□旧作のほか、ドキュメ

ンタリーや横浜出身俳

優の作品など幅広いも

のを上映し、好評をい

ただいた。１日２本上

映よりも１日１本で開

催を増やしてほしいと

いう声が多くあったこ

とから次年度は、従来

の形に戻し、引き続き

お客様のニーズに合っ

た作品を届ける。 

●ともに育つ：サンハー

ト主催事業から派生

した取り組みについ

て、地域文化に大きく

寄与する活動を「共催

事業」と位置付け、独

自の運営サイクルを

確立するまで積極的

に支援する。 

□ アウトリーチに関

して、自主事業担当

者の立ち合いがな

くとも開催施設に

訪問できるように

していく。 

□事前に聞き取り調査

を丁寧に行い実施。 

□若葉台地区センター

のおはなしかいは、今

年も立ち合いなしで

開催実施。定期的に依

頼のある施設に関し

ては立ち合い不要で

引き続き開催出来る

様な組織作りにして

いく。 

●ともにつながる：サン

ハートが地域のため

にできることを、利用

者・市民・地域・関連

団体等でともに検討

し、地域課題を解決す

るアイデアを事業化

するプロジェクトを、

サンハートが主体と

なって、地域をリード

し推進する。 

□ 若い世代をサンハ

ートの利用者とし

て取り込んでいく

ため、未就学児向け

のイベント時に、保

護者に対してアン

ケートや意見交換

の場を設け、館とし

ての課題を浮き彫

りにしていく。 

□ 各主催事業後に

は、アンケートを

実施し、常にお客

様がどんなことを

求めているかの収

集を行った。 

□ リトミックを実施

した際、集客があっ

たことから、需要が

あることが分かり、

次年度の未就学児

向けイベントには、

リトミックから一

歩前進企画と題し

「プレピアノワー

クショップ」を実施

する方向でいる。 

 

□ 次年度の企画選定

もアンケートを元

に行っており、新規

客層だけでなく普

段から当館の催し
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に 参 加 し て い る

方々にも満足いた

だける企画に努め

ていく。 

 

3 施設の運営に関する計画  

（1）顧客満足度の向上について 

[取組内容] 

●利用者サービスのさ

らなる向上に努め利

用者ニーズに合わせ

たサービスを増やす。 

 [達成指標] 

□施設利用者の発表会を

広報支援し、直近の諸

室の空き状況をホーム

ページの SNS に発信す

る等により顧客満足度

を向上させる。 

［実施内容］ 

□昨年度に引き続き、

SNS に直近の空き室

状況を毎週更新し

た。 

 

 

［実施状況］ 

□気軽に空き室状況を

確認できるという点

から、直近の利用が以

前よりも増加傾向に

あると実感している。

来年度も引き続き更

新を続け、利用率向上

を図る。 

●アンケートやヒアリ

ング等から区民・利用

者のニーズを的確に

把握する。 

□各年実施の利用者アン

ケートや自主事業等の

来館者アンケートをは

じめ、ヒアリングの随時

実施と年１回利用者懇

話会を開催して、ご意

見・ご要望を的確に把握

しサービス向上に努め

る。 

□利用者懇話会は、音

楽ホールを定期的に

利用して下さる区内

の高校のＯＢ団体に

依頼した。 

□当館の設備や運営を

中心に話を進めていっ

た。サークル団体の利

用者から直接話を伺え

て大変参考になった。

また広報や案内板など

の意見についても伺う

ことができた。 

●サンハート友の会を

継続し、会員へ 

のサービス向上と共

に強力なサポ  

ーターとしての関係

作りを図る。 

□改めてサンハート友の

会の会員登録を行い、会

員からの声を次年度の

事業へ反映させる等施

設のサポーター的存在

として会の運営を行う。

引き続きジョイナステ

ラス各店舗と連携する

など会員特典の充実等

を図り、会員数増をめざ

す。 

□会員特典の依頼の充

実化を図る為、ジョイ

ナステラスとの連携

が更に綿密に取れる

よう打ち合わせ等開

催した。 

 

 

 

 

□昨今の情勢により、

会費を 1,300 円から

1,500 円に値上げを実

施。会員特典として会

員割対象公演を追加

□ジョイナステラスと

の連携を取るように努

力したが、店舗協力に

賛同した店舗は昨年に

比べ大幅に減少した。

次年度は、他の形でジ

ョイナステラスと協力

できる形を模索してい

く。 

 

□会費の値上げにより、

長年継続していた会員

の退会が目立ったが、

会員割を目当てとした

新規入会も多く、会員
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するなどサービス内

容の改定を併せて行

った。 

の増減の激しい年度と

なった。次年度も引き

続き友の会の入会メリ

ットを発信し、会員数

を増やせるよう努めて

いく。 

 

（2）的確な施設提供の実現について 

[取組内容] 

●効率的且つ安定した

施設の開館・運 

営を行う。 

 

 

 [達成指標] 

□開館日数 345 日 

 休 館 日 14 日 

 年末年始 12 月 29 日

～1月 3日 

 施設点検・消防設備点

検 14 日 

［実施内容］ 

□開館日数 344 日 

休館日   14 日 

臨時休館日 １日 

 年末年始 12月 29日

～1月 3日施設点検・

消防設備点検 14日 

［達成状況］ 

□臨時の休館により 1

日少ない 344 日の開

館となった。また、施

設点検・消防設備点検

は計画に沿って実施

することができた 

●利用者アンケートや

利用者懇話会からの

声を基に満足度向上・

利用促 

進を図る。 

□様々な媒体を活用し、

施設のＰＲを充実させ

稼働率向上に努める。 

 

□アンケート収集や利

用者懇談会からの声

を積極的に取り入れ

た。 

□アンケートや懇談会

に限らず、日々利用者

から届く声にも対応

を実施した。 

●施設利用者へ専門的

な利用方法等効果的

なアドバイスを行う。 

□舞台技術を含め、専門

性をもった職員が常駐

して、利用者からの相

談・下見・利用打合せ

をはじめ、トラブル等

緊急時にも迅速に対応

する。 

□舞台技術（音響・照明）

の専門職員が常駐し

利用者の相談に丁寧

に応えると共に、利用

時もきめ細かな対応

を実施した。 

□舞台技術担当職員の

対応に多くの利用者

から高い評価をいた

だけた。 

●周辺施設と連携して

地域全体の賑わい作

りに貢献する。 

□ジョイナステラス１・

２・３、二俣川駅周辺

商店街、二俣川駅、並

びに相鉄線駅との連携

事業を展開していく。 

□相鉄ビルマネジメン

トが主催にて実施す

るジョイナステラス

の文化イベントの会

場協力を実施した。相

鉄ビルマネジメント

から当館のイベント

に対し協力をいただ

いた。 

□今年度は、イベント参

加者を対象に、ジョイ

ナステラス 1・2・3に

ある飲食店で使用可

能なお食事券の配布

や、来場者特典の配布

など近隣施設ににぎ

わいを持たせること

ができた。 

●施設を有効活用し、施

設の魅力作り・活性化

を図る。 

□参加のハードルが低い

ワンコインコンサート

を引き続き実施すると

ともに、施設の有効活

□ワンコインコンサー

トのほか、映画上映や

未就学児向けイベン

トなど気軽に参加し

□昨年に比べ前売りチ

ケットの売れ行きに

悩まされることが多

かったが、当日気軽に
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用を図る。 やすい価格帯で提供。 参加できる価格とい

うこともあり、当日券

の購入が目立った。 

●利用者へ施設の諸室

の空き情報をリアル

タイムで広く発信す

る。 

□直近の諸室の空き情報

を更新し、ホームペー

ジの SNS に発信すると

共にホームページから

予約システムの予約状

況にリンクしている。 

□横浜市市民利用施設

予約システムの変更

に伴い、館内への空き

室情報の掲示ができ

なくなったため、SNS

で情報発信した。 

□SNSでの空き室状況の

更新は通常利用者だ

けでなく、新規で利用

を検討する方も多く

みられた。 

 

（3）的確な広報の展開について 

[取組内容] 

●地域・区民の文化芸

術情報発信拠点 

としての役割を担

う。 

 

 [達成指標] 

□情報コーナーでは、文

化芸術の資料として

類似の他施設情報の

紹介を行うなど文化

芸術情報を得る事が

できるよう整備する。 

 

□チラシラックの整理

を行い、より見やすくお

客様に情報が届く様工

夫した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

□相鉄線沿線の改札や

ジョイナステラス内

へ催し物案内やイベ

ントチラシの配架を

行い、近隣の方にも館

の情報が届くよう工

夫した。 

 

□横浜市の区民文化セ

ンターに関しては専

用ラックを作成し、市

内の情報を分かりや

すく届ける他、親子向

け公演・美術・映画・

落語などジャンル毎

にラックを配置し、以

前よりも情報が届き

やすい環境作りをし

た。 

 

□昨年より配架をして

いる、ジョイナステラ

ス館内では、買い物つ

いでに催し物案内や

チラシを手に取って

いただくことが多く、

サンハートの存在の

周知だけでなく、イベ

ントへの集客につな

がった。 

●情報の内容により、

最適な媒体・手 

段により、効率的な

広報・宣伝活動を実

施する。 

□毎月の催し物案内発

行、ホームページの

リアルタイムな更新

をはじめ、当事業体

ならではの媒体（交

通広告・広報紙等）

□毎月発行の「催し物

案内」では、発表系

施設の催しや自主事

業などの情報を、分

かりやすく掲載する

よう、工夫した。人

□催し物案内に掲載し

ている発表系の催し

は誌面のほか、ホー

ムページでの掲載を

継続。次年度より窓

口にて委託販売をし
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を有効に活用しＰＲ

を行う。 

気プログラムの申し

込みを電子化した。 

ている催しについて

も掲載を行う。 

 

□昨年に引き続き、人

気プログラムは電子

化を継続。電子化に

より利用者が増える

と共にリアルタイム

での更新に心掛けて

いたため、すぐに申

込が埋まる状況とな

った。また、当日キ

ャンセル回避に繋が

り収益向上にも寄与

した。 

 

（4）専門性と区民の力を統合する組織づくりについて 

[取組内容] 

●事業企画・施設管理・

舞台技術の経験・実

績豊かな職員・専門

スタッフ 

と、区民をはじめと

した地域スタッフを

配置し、全ての職員

が適切なコスト感

覚、効率的管理とホ

スピタリティ精神を

もった運営を行う。 

 

 

 

 [達成指標] 

□以下の通り人員を配

置し運営する。 

【運営スタッフ】※2

交代、常時 2名以上配

置 

 館  長 1 名 

 副館長 1 名 

 職  員 5 名 

【舞台技術】※利用状

況により 2～4名 

 職  員 4 名 

【受付スタッフ】 

 カルチャースタッフ

15 名（地域採用） 

［実施内容］ 

□【運営スタッフ】  

※２交代 常時２名以

上配置 館長１名・副

館長１名・職員５名  

【舞台技術者】 

職員４ 名  

※利用状況により１ 

～３名にて対応  

【受付スタッフ】  

カルチャースタッフ

１８名 総勢２９名の

スタッフが常時５名

以上で運営 

［達成状況］ 

□運営スタッフ７名、舞

台技術者４名、受付業

務に習熟したカルチ

ャースタッフ１８ 名

との相互協力により

円滑で効率的な管理

運営を実施した。 

●職員・スタッフの施

設運営スキルアップの

ために研修を実施す

る。 

□機材研修、個人情報保

護研修、消防訓練等を

実施し、運営に役立て

る。 

□消防・防災訓練、帰宅

困難者一時滞在施設

開設マニュアル、個人

情報保護研修等を実

施した。 

□消防・防災訓練、帰宅

困難者一時滞在施設

開設マニュアル、個人

情報保護研修を実施

した。研修に参加する

ことにより管理運営

面のスキルアップに
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努めた。 

 

4 施設の管理に関する計画  

利用者が安心して利用できるよう快適な環境作りを目指し、安全性、防犯性について最大限の配慮を

する。サンハートは開館から 35 年を経過することになり、設備全体が老朽化してきている。出来ること

が限られる中で、施設の運営に支障をきたさぬよう維持管理に努めていた。 

 

（1）安全で効率的な維持管理・予防保全について 

[業務内容] 

●安全・安心できる施

設の維持 

 [達成指標] 

□設備等保守管理項目

を遵守し、定期的な

施設点検を実施す

る。 

［実施内容］ 

□建築物点検マニュア

ル、建築物定期報告に準

拠した点検を実施した。 

［実施状況］ 

□二俣川駅北口共同ビ

ル設備係協力のもと、安

全な施設の維持ができ

た。 

●定期的な設備点検 

 

□老朽化した建築、設

備のリスクマネジメ

ント評価を行い、修

繕計画の適正化を図

る。 

□定期点検の結果をも

とに修繕計画を見直

し、施設・設備の破

損・汚損・故障など

の発生に際しては迅

速に対応した。 

□施設・設備の定期点

検を実施し、安全な

施設の維持ができ

た。 

●必要に応じた緊急点    

検 

□月１回の定期的な施

設点検の他に、建築物

点検マニュアルに準拠

した点検及び、建築物

定期報告に準拠した点

検を年１回行う。 

□建築物点検マニュア

ル、建築物定期報告に

準拠した点検を実施す

ると共に、施設・設備

の破損・汚損・故障な

どの発生に際しては迅

速に対応した。 

□施設・設備の修繕すべ

きところを必要性・緊

急性に応じて対応でき

た。 

●施設設備の予防保全 □施設設備等の中長期

修繕計画や修繕・改修

について、早めに施設

情報を提供し、関係各

所に働きかけるととも

に、利用受付・打ち合

わせ時に利用者に備品

や設備の正しい取り扱

いを説明し、安全で確

実な利用を促進する。 

□修繕・改修について、

早めの情報提供、関係

各所への手配を実施し

た。また、備品や設備

の取り扱い・注意事項

の資料作成、掲示をし

た。 

□日々の状態確認や専

門業者による定期保守

点検の結果をもとに、

修繕計画の見直しや、

緊急性の高いものから

情報提供し、修繕・改

修を要望できた。 
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（2）快適な環境の維持管理について 

[取組内容] 

●安心できる環境の維

持 

 [達成指標] 

以下７点を達成指標と

する。 

①清掃項目一覧及び清

掃内容一覧を遵守し、

日常・定期清掃を実施

する。 

②美観を維持するよう

に取り組む。 

③環境に配慮し、廃棄物

の発生抑制に努める。 

④空気環境測定（VOC 等

含む）を実施する。 

⑤社内による、業務の品

質管理点検を実施し、

特別清掃・日常清掃の

計画を策定する。 

⑦ヨコハマ３R 夢など市

の施策や事業に協力

する。 

⑦空気環境測定結果の

報告書を作成する。 

［実施内容］ 

①日常清掃、定期清掃

を計画どおり実施し

た。 

②職員・スタッフ全員

が常に整理整頓を心

がけ、快適に利用で

きるよう努めた。 

③⑥館内にはごみ箱を

設置せず、ご利用者

にはごみの持ち帰り

を促した。受付カウ

ンターおよび事務室

内のごみについて減

量化に努めると共

に、ごみ分別を徹底

した。 

④⑦空気環境測定を２

ヵ月に１回（奇数

月）実施し、報告書

を作成した。 

⑤２ヶ月に１度、工房内

機器、倉庫内の点検日

を策定。 

［実施状況］ 

①②清掃に加え、常に整

理整頓を実施し、快適

な環境保持と美観の

維持ができた。 

③⑥ごみ箱の撤去によ

り、ごみの減量化に

対する来館者の意識

を高めると共に、有

料ごみ袋を利用する

利用者には細かなご

み分別にご協力いた

だき、確実に実施で

きた。 

④⑦定期的に実施する

ことにより、安心し

てご利用いただける

環境づくりができ

た。 

⑤不具合の早期発見や

損壊部品の交換等行

えた。 

 

 その他の計画  

（1）危機管理対策について 

[取組内容] 

●緊急時の対応 

 

 [達成指標] 

□緊急内容別（事故、犯

罪、火災、設備故障な

ど）に連絡網の整備

を行う。 

［実施内容］ 

□緊急時連絡網を整

備・作成し、旭区に提

出した。 

［達成状況］ 

□人事異動の都度名簿

を作成したため、緊

急時には遅滞なく対

応を図ることが出来

た。 

●利用者の安全・安心を

確保 

 

□大規模災害等が発生

した場合は、行政機

関との連絡・協力を

円滑に行えるよう訓

練等を通じて体制を

□災害訓練の一環とし

て通報訓練を行っ

た。 

□緊急時に円滑に機能

するよう、全職員・ス

タッフが災害対策訓

練に参加した。 
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整える。 

●防災・防犯管理 

 

以下 6 点を達成指標と

する。 

①平成 24年度に作成し

た「帰宅困難者一時

滞在施設」としての

運用マニュアルに基

づき訓練を実施し、

緊急時に備える。 

②緊急時の連絡網を作

成するとともに旭区

役所へ提出する。 

 

 

 

③近隣在住職員を引き

続き確保する。 

 

 

 

 

④事故、犯罪及び火災

等を発生させない為

に、職員・ビルの警備

員による定時巡回を

実施する。 

 

 

⑤消防計画書を作成

し、自衛組織を結成

することで、日常の

防火・防災に努める。

また、催事の際は、避

難導線の確保等の指

導を行うとともに、

消防計画書および緊

急時対応マニュアル

に基づき年2回防火・

防災訓練を実施す

る。 

 

 

①「帰宅困難者一時滞

在施設」としての運

用マニュアルに基づ

き研修を行なった。  

 

 

②人事異動があった際

は、連絡網を都度更

新・提出した。  

 

 

 

③当館職員およびスタ

ッフは、相鉄線沿線

在住者を中心に採用

し、万が一の際に迅

速な対応ができるよ

う備えた。  

④防災センター警備員

による定時の巡回に

加え、随時当館職員・

スタッフが館内を巡

回し、異常を早期発

見・早期対処できる

よう努めた。  

⑤消防計画書を作成

し、日頃より防火・防

災に努め、安全確認

のチェックを日々行

った。また、催事の際

には利用団体の責任

者に対し、事前に避

難誘導確保について

の指導を行った。 

 

 

 

 

 

①帰宅困難者一時滞在

施設」としての運用

マニュアルに基づき

研修を行ない理解を

深めた。 

 

②職員は常に最新の連

絡網情報を得てお

り、有事の際はこれ

に基づき対応するよ

う周知徹底を図っ

た。  

③ 受付カルチャース

タッフ１８名と職

員 5名は、旭区在住

ないし相鉄線沿線

在住者で構成され

ている。  

④各職員・スタッフが

適宜館内を巡回およ

び事務室内モニター

にて各室場内を確認

し、安全・安心の確保

に努めた。  

 

⑤消防計画書を作成

し、防災訓練を実施

した。全体が一同に

会して訓練を実施す

ることにより職員・

スタッフの意識を高

め、緊急時に迅速・的

確な対処ができるよ

う備えた。 
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⑥所轄の旭警察署に協

力を得て防犯訓練を

実施する 

⑥ 旭警察署生活安全

課へ講師の派遣を

要請し防犯に関す

る講義を受けた 

⑥ 警察官より具体的

な防犯に関する講

義を受けスタッフ

の防犯意識を高め

られた 

 

（2）自己評価・ＰＤＣＡサイクルの活用について 

[取組内容] 

●日報及び月報の作

成・管理（業務 

記録の整備） 

 [達成指標] 

□業務記録の適正な作

成・保管と共に重要

な件に関して随時報

告をおこなう。 

［実施内容］ 

□日々の業務内容を業

務管理日誌、舞台業

務日報、業務週報に

記載し、情報の共有

と周知を図った。 

［達成状況］ 

□業務管理日誌、舞台

業務日報を通じて

日々の業務に関する

職員間の情報共有の

徹底に努めた。また、

受付スタッフに対し

ては常用連絡ノート

およびミーティング

議事録の回覧などを

用いて情報共有、連

絡強化を図った。 

●業務計画書及び業

務報告書の作成・管

理（利用者のニーズ

や声を反映した業

務計画の策定） 

□ＰＤＣＡサイクルの

推進とともに重要な

件に関して随時報告

出来る体制づくりに

取組む。 

 

□寄せられた意見を盛

り込みつつ「令和 7 

年度事業計画書」お

よび「令和 6 年度業

務報告及び収支決

算」を作成し旭区役

所に提出した。 

□事業計画書及び事業

報告書は旭区役所の

ホームページに掲載

され、利用者が閲覧

することが出来た。 

●モニタリングの実

施（モニタリングへ

の対応・ 体制の整

備） 

□業務記録の一元管理

によるモニタリング

への対応・体制を構

築する。 

□月報の形式で月毎の

運営管理報告を作成

し、毎月旭区および

四半期毎に共同事業

体への報告を行っ

た。 

□モニタリングは運営

管理業務実績の報告

及び業務に関する打

合せを実施し、施設・

旭区と情報共有、協

力体制の構築を図っ

た。 

●自己評価の実施（Ｐ

ＤＣＡサイクルの

導入と確実な運用） 

□利用者アンケートの

結果や利用者の声

を、常に自己評価に

反映させながら施設

運営に取組む。 

□自主事業イベントの

参加者・来場者に向

□毎月定期的に運営・

技術職員が参加す

る、全体ミーティン

グを実施した。 

□職員各々が報告・確

認・提案などを行い、

施設の運営管理およ

び自主事業実施にあ

たっての問題を検討

しながら最適な選択

を行った。 
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けたアンケート集計

結果をもとに事業担

当会議を行い、今後

の事業計画内容に反

映出来るものは取組

む。 

 

6 収支について  

（1）経費削減の努力について 

[取組内容] 

●管理運営コストの

削減に努める。 

 [達成指標] 

以下の 3 点を達成指標

とする 

① 無駄な光熱水費の

削減 

② SDGs の観点からも

チラシ等の印刷関

係費を可能な限り

削減し、SNS での積

極的な展開 

③ 予防保全の考え方

に基づいた計画的

な修繕、日常点検に

より不具合や破損

等の早期発見によ

る修繕費の低減 

［実施内容］ 

□館内照明や冷暖房の

こまめなオン・オフ

を行い光熱費の削減

に努めると同時に、

当館常設の楽器類の

メンテナンスにおい

ては極力職員により

軽微な修繕を実施し

削減に努めた 

［達成状況］ 

□管理費の光熱費は高

騰が予見されていた

が範囲内で抑える事

が出来た。事務費は

物価高騰の影響はあ

ったが新たに発生し

たオンラインキャッ

シュレス関係の費用

の増額だけに収まっ

た。人件費は効率よ

く業務を行っていた

が最低賃金の上昇等

の政策的な処置や社

会的な影響で予定よ

り費用が掛かった。 

 

（2）収入向上の努力について 

[取組内容] 

●事業収益向上、規制

緩和による新規利

用層の獲得 

[達成指標] 

以下 3 点を達成指標と

する。 

① 幅広い世代の利用

者を獲得する為に

ジャンルを広げた

自主事業による収

入増を見込むと共

に貸館利用層の拡

大を目指す 

 

② まだ利用率向上の

余地がある諸室の

［実施内容］ 

 

 

①  子ども向けの人気

プログラムやワー

クショップの積極

的な開催や地域ボ

ランティアの活動

による「おはなし

会」を積極的に展開

した。 

②  アートギャラリー

の貸出期間につい

［達成状況］ 

 

 

① 子供向け対象の人

気 プ ロ グ ラ ム や

様々なターゲット

に向けた幅広い参

加型催事やワーク

ショップの実施に

より増員増向が継

続して見られた。 

② アートギャラリー

貸出期間の上限を1
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利用規則の緩和や

見直しを横浜市・旭

区と共に検討し柔

軟な対応により新

規利用者層の獲得

を目指す 

③ 諸室の空き状況を

ホームページにて

リアルタイムに公

開し、収益の向上を

図る 

 

て利用者様の声を

基に改定を検討し

た。 

 

 

 

③ホームページ上に横

浜市市民利用施設予

約システムのリンク

を貼り確認を出来る

ようにした。また、SNS

で情報発信した。 

週間から２週間に

変更し令和８年度

より申込受付開始

とした。 

 

 

③ SNS での空き室状

況の更新は通常利

用者だけでなく、新

規で利用を検討す

る方も多くみられ

た。 

 

（3）収支予算書 

項   目 予算額 決算額 増減額 備    考 

収入 

指定管理料収入 118,999,000 118,999,000 0 
 

利用料金収入 28,500,000 29,301,120 △801,120  

事業収入 6,000,000 6,892,375 △892,375  

横浜市リスク分担  4,528,000 △4,528,000 賃金、物価水準変動分 

横浜市費用負担  452,228 △452,228 キャッシュレス手数料 

その他収入 1,240,000 867,965 372,035  

収入合計 154,739,000 161,040,688 △6,301,688  

 

支出 

人件費 76,568,000 79,338,790 △2,770,790  

事務費 5,290,000 5,350,343 △60,343  

事業費 7,000,000 5,719,573 1,280,427  

管理費 62,550,000 58,819,442 3,730,558  

公租公課  12,000 2,800 9,200  

事務経費 3,319,000 3,319,000 0  

支出合計 154,739,000 152,549,948 2,189,052  

収支差額 0 8,490,740   
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【自主事業一覧】                         （税込／単位：千円） 

分類 実施時期 事業タイトル 会場 事業内容 入場料・受講料 入場者数 

鑑賞 計 3回 

 

4･9･1 月 

あさひ亭まね

き寄席 

ホール 著名な真打や若手落

語家による公演。落語

だけではなく色物も

加え、バラエティに富

んだ演目で動員を図

る。ネームバリューの

ある出演者の出演を

予定。 

5 月・1月 

一般 2,000 円 

高校生以下1,000

円 

ペア券 3,500 円 

9 月 

一般 3,500 円 

高校生以下2,500

円 

ペア券 6,500 円  

 

5 月 

205 名 

9 月 

278 名 

1 月 

183 名 

鑑賞 11 月 気軽に寄り道

コンサート 

 

ホール 仕事帰りに立ち寄れる

19 時以降に開催する

大人のためのコンサ

ート。ピアノとウクレ

レによるジャズを開

催。 

① 一般 1,000 

未就学児 500

円 

② 一般 1,500

円 

高校生以下

1,000 円 

① 13

2

名 

134 名 

鑑賞 6 月・1 月 サンハート記

念コンサート 

ホール 開館 35周年を迎え、目

玉になる演奏会を計

画。「藤子・F・不二雄

コンサート」と「三味

線コンサート」を予

定。 

今井亮太郎・大

橋エリ 

一般 2,000 円 

高校生以下

1,000 円 

ペア券 3,500 円  

今井亮太郎 

119 名 

 

大橋エリ 

92 名 

鑑賞 4・6月 最優秀賞受賞

者記念コンサ

ート 

ホール アンサンブルコンク

ールにて最優秀賞を

受賞した組による、良

質なクラシックコン

サート。また過去参加

者がミュンヘン国際

コンクールに出場を

記念し、凱旋公演を行

う。 

一般 1,000 円 

高校生以下 800

円 

4 月 

213 名 

6 月 

114 名 

鑑賞 計 1回 

 

ワンコインコ

ンサート 

ホール アンサンブルコンク

ールにて優秀賞を受

賞した組による、大人

向け公演 1回のみのコ

ンサート。低価格なチ

ケット料金に設定し、

誰もが気軽に音楽に

触れられる機会を提

供する。 

500 円 

 

160 名 

 

鑑賞 11 月 アンサンブル

コンクール 

ホール 今年から出場部門を

増やし、コンクールに

参加組数の増枠を狙

う。入賞者は主催事業

での出演機会提供の

1組 5,000 円 6 組 
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他、アウトリーチ事業

への派遣アーティス

トとして、積極的に発

信していく。 

交流 計 8回 

 

学校 4回 

福祉 1回 

その他3回 

アウトリーチ  旭区内各

所 

小学校へアーティス

トと共に訪問する学

校プログラムの他、福

祉施設や保育園等へ、

出前コンサートやワ

ークショップをお届

けする。コンクール受

賞者への演奏機会提

供の場も兼ねている。 

 
保育園 1 

小学校 3 

地区センター

13 

高齢者施設 1 

その他 1 

交流 月 1回  おはなしかい  ホール 未就学児とその保護

者を対象とした絵本

の読み聞かせ会。サン

ハートの読み聞かせ

講座を修了した「読み

聞かせサポーター」が

企画運営を担当する。

絵本の読み聞かせを

通じた地域貢献を目

指す。 

無料   延べ 289 名 

交流 通年 すくすくキッ

ズプログラム 

ホール 

 

未就学児の中でも特

に乳幼児を対象に、リ

トミック講座を通年

開催する。またイベン

ト時期にあわせ、未就

学児親子対象向けク

リスマスコンサート

を実施。また、親子で

楽しめるマルシェを

規模拡大しホールで

開催。 

コンサート 

7 月 

一般 2,000 円 

中学生以下

1,000 円 

未就学児 500 円 

ペア券 3,500 円 

12 月 

一般 1,000 円 

未就学児 500 円 

 

リトミック 

親子 1組 1,000

円 

コンサート 

7 月 

177 名 

12 月 

114 名 

 

リトミック 

延べ 498 名 

交流 7 月・8 月 夏休み子供体

験講座 

ホール／

ミーティ

ング／ア

ートギャ

ラリー 

小学生向けに夏休み

期間に、充実したプロ

グラムを提供する。今

回は、音楽鑑賞会、美

術講座、科学捜査体験

を実施。 

参議院選挙期日

前投票の関係で

実施なし。 

0 名 

交流 計 6 回 

 

7月・10月・

2 月 

あさひ名画座

企画委員 

ホール 映画イベントに特化

した企画・運営を行っ

ていただく。1 日 2 本

上映、平日夜の上映を

初の試みとして行う。 

一般 1,000 円  6 月 130 名 

11 月 

①  88 名 

② 128 名 

2 月 
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①  94

名 

158 名 

創造 4 月～6 月 ゴスペルワー

クショップ 

ホール 講師にゴスペルスパ

ークル率いる「金井惠

莉花」を迎え、幅広い

世代を集めたワーク

ショップを開催する。

親子で参加出来るク

ラスを新設。初心者で

も参加しやすい開か

れたワークショップ

を目指す。 

一般 10,000 円 

U24 8,000 円 

 

発表会・スパー

クル観覧は無料 

1 部 26 名 

2 部 24 名 

発表会観覧 

89 名 

 

スパークル観

覧 

157 名 

創造 通年 小規模ワーク

ショップ 

カルチャ

ー工房／

ホール  

サンハートが地域の

方々のサードプレイ

スになるよう小規模

ワークショップを複

数開催し、「交流の場

＝サンハート」の図式

が定着できることを

目標とする。今年度は

「ヨガ」「エクササイ

ズ」「合唱」「キッズヒ

ップホップダンス」を

予定している。 

ヨガ 

2,000 円 

 

エクササイズ 

600 円 

 

合唱 

1,200 円 

 

ダンス 

9,000 円 

ヨガ 

12 名 

 

エクササイズ 

延べ 341 名 

 

合唱 

延べ 394 名 

 

ダンス 

7 名  

創造 通年 ホールでピア

ノ 

ホール 

音楽ホー

ル 

サンハートのホール・

音楽ホールのフルコ

ンサートグランドピ

アノを 1時間単位で試

弾できる企画。 

1 枠 2,500 円 延べ 345 名 

 
通年 サンハート友

の会 

 
固定顧客層への優遇

体制を整え、顧客満足

度向上を図る。 

1,500 円 52 名 

 
通年 備品購入 

郵送費 

 
自主事業に必要な備

品購入費や、他館への

チラシ発送費など。 

  

 
通年 取材・打合せ諸

経費 

 
その他諸経費 

  

 

 



収入の部 （税込、単位：円）
当初予算額 補正額 予算現額 決算額 差引 説明
118,999,000 118,999,000 118,999,000 0 横浜市より

28,500,000 28,500,000 29,301,120  801,120
420,000 420,000 420,000 0 プラットホーム事業

5,580,000 5,580,000 6,472,375  892,375
横浜市によるリスク分担 4,528,000  4,528,000 物価や賃金水準の変動

横浜市による費用負担 452,228  452,228 キャッシュレス決済導入における横浜市費用負担

1,240,000 0 1,240,000 867,965 372,035
印刷代 180,000 180,000 96,720 83,280
自動販売機手数料 460,000 460,000 221,465 238,535
駐車場利用料収入 0 0 0
その他（　　　　　　　　） 600,000 600,000 549,780 50,220

154,739,000 0 154,739,000 161,040,688  6,301,688
支出の部

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

76,568,000 0 76,568,000 79,338,790  2,770,790
76,568,000 76,568,000 79,338,790  2,770,790

0 0
0 0
0 0
0 0
0 0

5,290,000 0 5,290,000 5,350,343  60,343
50,000 50,000 33,377 16,623

350,000 350,000 350,000 0
20,000 20,000 11,120 8,880

900,000 900,000 907,820  7,820 チラシデザイン・印刷他　広告宣伝関係費

800,000 800,000 349,130 450,870
170,000 0 170,000 122,760 47,240 目的外使用料

横浜市への支払分 170,000 170,000 122,760 47,240
その他 0 0 0 0

1,190,000 1,190,000 1,317,632  127,632
156,000 156,000 156,000 0
330,000 330,000 329,620 380 ハンドベル保険料含む

80,000 80,000 15,000 65,000
4,000 4,000 4,000 0

1,240,000 1,240,000 1,278,156  38,156 コピー機他

0 0 475,728  475,728
0 0 0

7,000,000 0 7,000,000 5,719,573 1,280,427

910,000 910,000 910,000 0 アウトリーチ事業等

6,090,000 6,090,000 4,809,573 1,280,427
62,550,000 62,550,000 58,819,442 3,730,558
17,226,000 17,226,000 13,864,556 3,361,444

電気料金 9,090,000 9,090,000 7,813,583 1,276,417
ガス料金 5,736,000 5,736,000 4,291,988 1,444,012
水道料金 2,400,000 2,400,000 1,758,985 641,015

7,775,000 7,775,000 7,853,750  78,750 日常・定期清掃

2,560,000 2,560,000 2,029,813 530,187
2,338,000 2,338,000 2,316,000 22,000

32,651,000 32,651,000 32,755,323  104,323
空調衛生設備保守 3,250,000 3,250,000 3,250,480  480

消防設備保守 0 0 0

電気設備保守 4,208,000 4,208,000 4,168,417 39,583

害虫駆除清掃保守 250,000 250,000 282,041  32,041

駐車場設備保全費 0 0 0

その他保全費 24,943,000 24,943,000 25,054,385  111,385 組合管理費・舞台保守費

0 0 0

12,000 0 12,000 2,800 9,200

0 0

0 0

12,000 12,000 2,800 9,200

0 0
3,319,000 0 3,319,000 3,319,000 0
3,319,000 3,319,000 3,319,000 0 労務・経理等本部事務経費

0 0
0 0 0 0

154,739,000 0 154,739,000 152,549,948 2,189,052
0 0 0 8,490,740  8,490,740

6,000,000 6,892,375
7,000,000 5,719,573
 1,000,000 1,172,802

460,000 221,465
170,000 122,760
290,000 98,705

管理許可・目的外使用許可収入
管理許可・目的外使用許可支出
管理許可・目的外使用許可収支

ニーズ対応費
支出合計

差引

自主事業費収入
自主事業費支出
自主事業収支

その他（　　　　　）
事務経費　（計算根拠を説明欄に記
本部分
当該施設分

事業所税
消費税
印紙税

共益費
公租公課

設備保全費
機械警備費

清掃費
修繕費

自主事業費
管理費
光熱水費

事業費
自主事業（指定管理料充当の自主事業）費

地域協力費

リース料
手数料

施設賠償責任保険
職員等研修費
振込手数料

備品購入費
図書購入費

通信費
使用料及び賃借料

会議賄い費
印刷製本費

旅費
消耗品費

事務費

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額

社会保険料
通勤手当
健康診断費

人件費
給与・賃金

令和7年度　「旭区民文化センター」　収支予算書及び報告書

科目
指定管理料

収入合計

科目

自主事業収入

雑入

利用料金収入
自主事業（指定管理料充当の自主事業）収入
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